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蜻蛉池公園

久米田池

詳細図

こころに残るひとの営み景観マップ

※ こころに残る景観資源の見学にお越しの際は公共交通などをご利用下さい。
また、周辺の迷惑にならないよう管理者の指示に従うなどマナーを持って来訪して下さい。

‐２‐



岸和田市地蔵浜町

‐３‐

こころに残るひとの営み景観

岸和田漁港では鰮巾着網漁業を主と
しており、大阪府下でも上位の水揚げ
量を誇っている。きれいに漁船が並ぶ
港は、日々自然と向き合って作業をす
る漁師の方々の活気と、マルシェに
やってくる人たちの賑わいが感じられ
る。今後も岸和田の象徴となるひとの
営み景観を受け継いでいってもらいた
い。

岸和田市五軒屋町

古より災害や疫病から身を守るため
に祈ってきた人々の様子がわかり、歴
史と賑わいが感じられる営み景観であ
る。境内は普段から美しく管理されて
おり、市民の暮らしに溶け込みながら
も四季折々の趣が感じられる。後世に
継承してもらいたい景観である。

中央公園で開催される行事の一つと
して、30年来開催されてきた農業まつ
りがある。当日は農産物の直売所など
たくさんの催しがあり、多くの市民が
集まる一大イベントになっている。ま
た、公園内の樹木などもきれいに管理
されており、自然と人々が織りなす営
みや賑わいが色濃く感じられるひとの
営み景観である。

木材コンビナートの白灯台があるこ
の場所は、岸和田市内の釣り人の誰も
が知っており、親しまれている場所で
ある。魚釣りは昔からある手軽なレ
ジャーとしての営みであり、深く市民
生活に溶け込んだ景観となっている。

岸和田市西之内町

岸和田市木材町



岸和田市本町

岸和田市池尻町
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こころに残るひとの営み景観

だんじりの後ろを追いかける応援団
の存在は、地町への愛着や賑わいや親
しみを感じさせてくれる。古くから受
け継がれてきた歴史的なまちなみと祭
りの風景は、今も昔も地元の方々から
愛され、生活に溶け込んだ景観である。
今後も地域固有の魅力を感じさせる市
民の誇りであってもらいたい。

岸和田だんじり祭りは市民が一番集
まり関わっている岸和田ならではの人
の営みであり、歴史や伝統、賑わいや
親しみが感じられる。また、岸和田城
は岸和田のシンボルであり、城と祭り
は市民にとって欠かせないものである。
今後も、地域固有の魅力を感じさせる
市民の誇りであってもらいたい景観で
ある。

久米田寺に隣接する久米田公園内に
貝吹山古墳、風吹山古墳、無名塚古墳
があり、その周辺にもいくつかの古墳
が存在することから、その地域は久米
田古墳群と言われ、大阪府の史跡名勝
にも指定されている。小高い古墳の上
に立ったとき、古代のロマンと現代と
の結びつきが感じられた。これからも
後世に語り継いでもらいたい。

岸和田市岸城町

久米田寺では、お正月の恒例行事と
して「千本搗き」が行なわれている。
多くの子ども達が、一斉に棒状の杵で
餅を持ち上げる様子はとても楽しげで
また誇らしげでもある。歴史あるお寺
での行事は、地域の子ども達にとって
も歴史を感じられ、岸和田の歴史と文
化を色濃く感じさせる景観になってい
る。

岸和田市池尻町
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こころに残るひとの営み景観

岸和田市池尻町

世界かんがい施設遺産などに指定さ
れている久米田池は、僧行基によって
造られてから何百年もの期間、田を潤
し米を育て、人々の生活を支えてきた
池である。今も昔も変わらず、地域の
人々の農の営みを支えており、今後も
生活景として地域に馴染んで語り継が
れていくことを期待する。

岸和田市河合町

神於山の麓にある農地の一角に「東
葛ふれあいファーム」がある。農業体
験は非常に良い取り組みで、子ども達
にとっても貴重な体験であり、いい思
い出となるだろう。学校と地域の繋が
りが感じられるひとの営み景観である。

岸和田市景観重要樹木

岸和田市景観重要樹木とは、地域の良好な景観を特徴づけ、市民に愛さ
れ、今後も保全が必要となるなど次の要件を満たした樹木を対象として、
景観法に基づき指定するものです。
こころに残る景観資源発掘プロジェクトにより市民等より応募、選考さ

れ、市が指定した「こころに残る樹木」のなかから、「奥家の椋」「塔原
町のサクラ」「吉井町のエノキ」の３本を岸和田市景観重要樹木に指定し
ています。 岸和田市景観重要樹木シンボルマーク

～伝えたい つなぎたい こころの木～

岸和田市景観重要樹木パンフレット

岸和田市景観重要樹木HP

市ホームページやパンフレットで
岸和田市景観重要樹木について紹介しているよ！
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こころに残るひとの営み景観 応募者エピソード集

◆この日は僕も釣りに来ていて、1匹も釣
ることができなかったです。帰り際に撮
りました。後ろの船にはたくさんの魚が
乗っているんだろうなぁと羨ましく思い、
僕もたくさん釣りたかったなぁと思い
ました。そして、手前の釣人たちにはた
くさん魚が釣れるようにと心の中で願っ
て帰りました。（15歳男性）

◆ ２月末ごろから、大阪府鰮巾着網漁業協
同組合がある地蔵浜で水揚げされる「い
かなご」。早朝に出港した漁船が帰って
くると港は漁業関係者の活気で溢れます。
いかなごを使った「くぎ煮」は、若い頃
は食べようと思わなかったけど、年齢を
重ねると、春の訪れを感じさせてくれる
と同時に、祖母や母親の手作りの思い出、
漁師さんの仕事風景を蘇らせてくれる1
品に変わりました。（45歳男性）

◆いにしえから災害や疫病から身を守るた
めに祈ってきた人々。お参りに来ている
たくさんの人の姿に時代が変わっても
人々の気持ちは大きく変わらないのだな、
と気づかされる。古い時代にも、きっと
同じような景色があったはずというノス
タルジーな気分になれるひとこま。（44
歳女性）

◆写真は、久米田池で、手前の「満水標」
の頭が約50センチ見えています。これら
の水が、久米田池下流に広がる田を潤し、
米を育てた証です。（60歳男性）

◆毎年開催されていた農業まつり。農産物
の販売やステージでの催しなどたくさん
の人々が集まり、賑やかなひとの営みを
感じられる景観です。今年は残念ながら
コロナウイルスによる影響で中止となり
ましたが、またこのような紅葉の下、多
くの人々が集まれる日々が早く戻ってく
ることを願っています。（32歳男性）

◆いつまでも見守り隊（タイ）！追っかけ
隊（タイ）！娘と母のド根性風景（応募
者： 72歳／男性）

◆去年の岸和田だんじり祭りで岸和田城を
バックにして撮りました。心に残る伝統
はやっぱり岸和田だんじり祭りです。
（31歳男性）

◆2018年5月和歌山大学岸和田サテライト
と岸和田市図書館との共同企画の「久米
田を編集する」という地域の情報をオー
プンデータとして公開し、地域活性化に
つなげていくイベントが久米田寺付近で
行われた。久米田寺付近は古代から人々
の営みが行われ多数の古墳がある。久米
田寺のすぐ隣の風吹山古墳の上から市内
を見渡すと今の私たちの営みが広がって
いた。人の営みをつないでいる景観を実
感した瞬間だった。（76歳男性）

◆新しい年の始まりの風物詩とも言える久
米田寺の千本づき。たくさんの細い杵で
お餅を搗く様子は家庭とは違った趣きが
あり、地域の人たちの中で受け継がれて
きた営みとしてテーマにぴったりだと思
いました。（44歳女性）

◆東葛城小学校・幼稚園では、地域のＪＡ
さんと共同し、東葛ふれあいファームで
の農業体験が行われている。東葛ふれあ
いファームでは稲や玉ねぎ、サツマイモ
などの作物を育てている。子どもたちは
ふれあい委員さんやＪＡの職員の方から、
植え付けや収穫について教えてもらう。
収穫された作物は、給食としていただい
たり、学校に関係のある施設にもって
いったりし、活用されている。児童に
とって農作業を体験することや食につい
て考えることは、食育の一環となってい
る。東葛ふれあいファームは学校・園と
地域をつなぐ場となっている。6月の田
植え体験の様子である。現代の子どもに
とって田んぼの中に入り、苗を植え付け
る機会は多くない。子どもたちにとって、
足から伝わる感触はとても新鮮な様子で
ある。子どもたちの賑やかな声が地域に
ひろがる。学校と地域の結びつきを感じ
る風景である。（62歳男性）



こころに残る樹木景観 15件指定

こころに残る景観資源 これまでの指定資源一覧

こころに残る景観資源発掘プロジェクトにより発掘、指定した景観資源は、2020年2月現在、樹木景観15件、
みち景観21件、水辺景観15件、まち景観19件、ひとの営み10件となります。それぞれの景観資源については、
パンフレットまたはホームページで紹介していますので、是非、ご覧ください。
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01 0402 03 05

06 0907 08 10

11 1412 13 15

01_中央小学校のエノキ
02_二の丸公園 マツ
03_岸和田城堀端の桜並木
04_上町の楠
05_中央公園のモミジバフウ
06_中央公園のポプラ並木
07_吉井町のエノキ
08_西向寺のいぶき
09_流木墓園の桜並木
10_奥家の椋
11_蜻蛉池公園のヤナギ
12_蜻蛉池公園のメタセコイア
13_積川神社の椋と楠
14_大沢神社の杉
15_塔原町・サクラ

こころに残るみち景観 21件指定

01_岸和田大橋（阪神高速湾岸線）
02_岸和田港を臨むみち
03_堺町のだんじり小屋横
04_お寺の道（本町紀州街道）
05_南町のみち（紀州街道）
06_春を待つ岸和田城の桜道
07_春木川遊歩道（兵主神社横）
08_久米田寺へ続くみち
09_久米田池遊歩道（平成26年度指定分）
10_久米田池遊歩道（平成27年度指定分）
11_東ケ丘町ｸﾞﾘｰﾝﾍﾞﾙﾄﾛｰﾄﾞ・花絨毯

01 0302 0604 05 07

08 1009 1311 12 14

15 1716 2018 19 21

12_流木墓園桜並木みち
13_阿間河滝の阿弥陀寺への参道
14_包近楠本神社もも花参道
15_福田町のまちなみ
16_牛滝街道（積川町）
17_バラの小道（蜻蛉池公園）
18_メタセコイアの小道（蜻蛉池公園）
19_相川ほたる遊歩道
20_牛滝いよやかの郷散策道
21_和泉葛城山登山道



こころに残るまち景観 19件指定

こころに残る景観資源 これまでの指定資源一覧

こころに残る景観資源発掘プロジェクトにより発掘、指定した景観資源は、2020年2月現在、樹木景観15件、
みち景観21件、水辺景観15件、まち景観19件となります。それぞれの景観資源については、パンフレットま
たはホームページで紹介していますので、是非、ご覧ください。
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01 0302 04 05

06 0807 09 10

11 1312 14 15

こころに残る水辺景観 15件指定

01_はためく岸和田漁港大漁旗雄々しく
02_お堀と城下町
03_岸和田城を彩る夏の華
04_岸和田城水辺
05_久米田池の幻想的なハーモニー
06_水鳥と久米田池
07_山直中町 錦秋のスリバチ池
08_田治米町 ポピー咲く七ツ池
09_蜻蛉池公園大池の水鏡
10_積川町 水路のある古の町並み
11_意賀美神社横 雨降りの滝
12_内畑町 田んぼへの水引きの始まり
13_大沢町 サギも降り立つ棚田
14_牛滝山大威徳寺 一の滝
15_牛滝の谷にそそぐ錦流の滝

01 0302 04 05

06 0807 09 10

11 1312 14 15

16 1817 19

01_時を越えて
（春木中学校の赤レンガ塀）

02_春木西福寺
03_北町 寺町筋
04_中町 城跡の名残り
05_本町のまちなみ
06_岸城町 マンサード長屋
07_宮本町 城見橋への道
08_元旦の朝日に映える岸和田城
09_輝く岸和田城
10_岸城町 十六軒長屋
11_蛸地蔵伝説を伝えるレトロ建築

（南海蛸地蔵駅）
12_久米田池の夏祭り
13_泉光寺と桜
14_日没前（山直南地区）
15_積川町 元本街道のまちなみ
16_阿間河滝町 長屋門坂
17_夕暮れの北阪
18_神於寺の参道
19_白原峠の星祭り（東葛城にて）
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こころに残る景観を巡る旅 ～ちきちきＷａｌｋ～

こころに残る景観を巡る旅 検索

こころに残る景観を
巡る旅はこちら

こころに残る景観資源発掘
プロジェクトの指定資源を巡
り、市内の景観の魅力を伝え
るブログだよ。
チェックしてね！
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「景観十年・風景百年・風土千年」と言われ
るように、私たちの日々の営みが、いつか時を
経て、風土としてその土地に息づくことを想定
しながら、「未来につなぐ」景観形成に取組む
ことが重要だと考えられます

As we call “Landscape Decade, Scenery 
Century,and Climate Millennium”,it would be 
important to work on creating the landscape which 
leads to our future assuming that our daily 
activities would someday thrive in the place as its 
climate as time goes by.

これまで、優れた景観形成に寄与する地域

の人々に大切に守られてきた「樹木」、社会の
共有空間である「みち」、日々の営みの源であ
る「水辺」について景観資源を発掘し、その情
報を蓄積、共有に努めています

So far, we have been discovering the landscape 
resources about “Trees” which have been 
cherished by local people who are dedicated to 
great landscape creations, ”Roads” which is the 
common space of society, and“Watersides” which 
is the source of our daily activities.

We have been also accumulating and sharing the 
information.

[Project for discovering the landscape resources remaining in the mind]
To realize the basic goal of Kishiwada city’s landscape formation that is to 

create “Individual comfortable environmental city”,which rich natural 
environments and historical environments weave,it is necessary for 
citizens,business owners and the government to create,save,develop and connect 
good landscapes for the next generation through their mutual understandings.

Therefor,since 2012,we have been implementing”The project for discovering 
the landscape resources remaining in the mind”to create effects such as 
developing the local attractiveness,fostering the attachment  and pride for the 
local community and contributing to the improvement of the local value by 
discovering the core resource of the local landscape,and by accumulating and 
sharing the information.

[こころに残る景観資源発掘プロジェクト]
岸和田市の景観形成の基本目標である『豊かな自然環境と歴史

的環境が織り成す「個性的快適環境都市」の創生』の実現には、
市民、事業者、行政が相互理解を図りながら、優れた景観をつく
り、まもり、はぐくみ、次の世代へつないでいく必要があります。
そのため、地域の景観の核となる資源を発掘し、その情報を蓄

積、共有により地域の魅力を高め、郷土への愛着や誇りの醸成と、
地域価値の向上に寄与するなどの効果を創出するために「こころ
に残る景観資源発掘プロジェクト」を2012年より実施しています。

Landscape  resources  remaining  in  the  mind



こころに残る

「眺望景観」を募集します！

募集の期間

2021年4月1日～ 2021年9月30日まで

応募用紙を
ご用意ください

上記ＱＲコード、岸和田市HP又は
市内公共施設にて応募用紙をご用意ください

「眺望景観」を
応募してください

応募用紙に必要事項をご記入のうえ、写真と一緒に
メール・郵送・窓口でご応募ください

【 応募先・お問合せ先 】岸和田市都市計画課景観担当（072-423-9538）

郵送又は窓口へお越しの場合：〒596-8510 岸和田市岸城町７-１
メールにて応募の場合： kokoro@city.kisiwada.osaka.jp
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こころに残る景観資源発掘プロジェクトは、地域の景観の核と
なる資源を発掘し、その情報を蓄積、共有していくことで地域の
魅力を高め、郷土への愛着や誇りの醸成と地域価値の向上に寄与
するなどの効果を創出する事を目的として平成24年度よりプロ
ジェクトを実施しています。

指定状況（2021年２月現在）樹木景観15件、みち景観21件、水辺景観15件、
まち景観19件、ひとの営み景観10件

岸和田市景観計画は、恵まれた自然・歴史・文化資産
を活かし、岸和田市にふさわしい風格ある景観づくりに
努めることで、更に岸和田らしい魅力あふれた快適なま
ちとして、これを次代の市民、事業者に引き継いでいく
ことを目的に策定しています。

景観形成の基本目標である『豊かな自然環境と歴史的
環境が織り成す「個性的快適環境都市」の創生』を実現
するためには、市民、事業者、行政が総合的かつ多面的
にお互いの立場を理解しながら協力し、優れた景観をま
もり、はぐくみ、つくりだし、次の世代へつないでいく
必要があります。

プロジェクトの系譜

岸和田市景観計画

こころに残る景観資源発掘プロジェクト

まちかど審査の様子

基本景観区 主な土地利用

臨海景観区 工業、港湾

旧市街・歴史景観区 住宅、商業

沿道型市街地景観区 住宅、商業、工業

新市街地住宅景観区 住宅、商業

里の景観区 農地、樹林地

自然緑地景観区 樹林地

・写真
・エピソード

プロジェクトの流れ

応募こころに残る
景観資源を発掘

まちかど審査 専門家の審査 景観資源
に指定

こころに残る景観資源発掘
プロジェクトはこちら

「こころに残る景観資源発掘プロジェクト」の詳しい内容は岸和田市ホームページ
からご覧いただけます。

岸和田市こころに残る景観資源 検索

問合せ先 ： 岸和田市まちづくり推進部都市計画課 景観担当
〒596-8510 岸和田市岸城町７－１ ☎072‐423‐9538（直通）

「景観十年・風景百年・風土千年」と言われるように、私たちの日々の営みが、いつか時を経て、風土とし

てその土地に息づくことを想定しながら、「未来につなぐ」景観形成に取組むことが重要だと考えられます。
これまで、優れた景観形成に寄与する地域の人々に大切に守られてきた「樹木」「みち」「水辺」「まち」

「ひとの営み」について景観資源を発掘し、その情報を蓄積、共有に努めています。


